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南
海
ト
ラ
フ
地
震
の
被
害
想

定
が
、
大
阪
府
よ
り
別
表
の
と
お

り
公
表
さ
れ
ま
し
た
。 

【
問
】
民
間
木
造
住
宅
の
耐
震
化

へ
の
市
の
補
助
は
、耐
震
診
断
４

万
５
千
円
、
改
修
40
万
円
で
あ

る
。
他
市
の
よ
う
に
、
耐
震
設
計

【
問
】
高
齢
化
に
伴
い
、
移
動
が

困
難
と
な
る
高
齢
者
・
障
が
い
者

の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
。市
は
対

策
を
考
え
て
い
る
の
か
。 

【
答
】
ゆ
う
ゆ
う
バ
ス
の
２
台
運

行
や
福
祉
タ
ク
シ
ー
運
賃
助
成

な
ど
の
公
的
サ
ー
ビ
ス
と
、民
間

の
サ
ー
ビ
ス
を
組
み
合
わ
せ
て

支
援
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。 

【
要
望
】
２
台
の
バ
ス
で
は
、
今

で
も
乗
客
の
積
残
し
が
あ
る
。 

 

移
動
困
難
者
の
増
加
へ
の
対

策
と
し
て
、ゆ
う
ゆ
う
バ
ス
を
削

減
前
の
３
台
に
も
ど
す
こ
と
を

求
め
る
。 

南海トラフ地震 
 交野市の人的・建物被害想定 

発生確率 

10年以内で 20％ 

30年以内で 70％ 

50年以内で 90％ 

最大震度 ６弱 

建物被害 

ゆれ   全壊  175棟 

半壊 1863棟 

液状化 全壊  174棟 

半壊  717棟 

急傾斜地 
崩壊 

全壊    2棟 

半壊    2棟 

建物倒壊による
人的被害 

死者 6名 

負傷者 147名 

家具転倒による
人的被害 

死者 1名 

負傷者 58名 

 

10
万
円
補
助
の

創
設
と
耐
震
改

修
を
60
万
円
に

増
額
す
る
こ
と

を
求
め
る
。 

【
答
】
耐
震
設
計

補
助
10
万
円
を

改
修
費
に
上
乗

せ
す
る
。 

（ ○賛成  ×反対 ） ■平成 26年 3月議会で賛否が分かれた議案 

 日本共産党 市民かがやき 
クラブ 

公明党 
交星 
クラブ 

会派無所属 

日本共産党の見解 
中
上 

坂
野 

皿
海 

黒
田 

野
口 

久
保
田 

新 

三
浦 

友
井 

浅
田 

前
波 

坂
本 

片
岡 

松
本 

兼
田 

平成 26年度交野市一般会計予算について × × × ○ ○ ○ ○ 議
長
の
た
め
採
決 

参
加
せ
ず 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 社会的弱者への支援策が示されていない 

平成 26年度交野市一般会計予算に対する修正案 ○ ○ ○ × × × × × × × × × × × 日本共産党提案。国保料引き下げ、ゆうゆうバス増便の修正案 

平成 26年度交野市国民健康保険特別会計予算について × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 国保料の引き下げが行われていない 

平成 26年度交野市後期高齢者医療特別会計予算について × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 高齢者を年齢で差別する医療制度の廃止を求める 

交野市議会会議規則の一部を改正する規則に対する修正案 ○ ○ ○ × × × × × × × × × × × 日本共産党提案。｢本会議の質疑、1議案原則 1人 2回｣の制限の撤廃 
大阪・泉南アスベスト国家賠償請求訴訟の早期全面解決を
求める意見書の提出について 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ 早期全面解決が必要 

消費税の軽減税率の制度設計と導入時期の明確化を求める
意見書の提出について 

× × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × 消費税 10％引き上げを前提としている内容のため反対 

※可否同数であったため、議長において可否の裁決を行ったものです。 

※ 

 

市
に
太
陽
光
発
電
設
置
補
助

制
度
の
実
施
を
求
め
ま
し
た
。 

 

【
問
】
災
害
時
、
障
が
い
者
・
高

齢
者
な
ど
要
援
護
者
の
避
難
受

け
入
れ
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。 

【
答
】
ま
ず
、
近
く
の
指
定
避
難

所
に
避
難
し
た
後
、保
健
福
祉
総

合
セ
ン
タ
ー
（
ゆ
う
ゆ
う
セ
ン

タ
ー
）
が
福
祉
避
難
所
と
し
て
開

設
さ
れ
れ
ば
、
必
要
な
方
は
移
動

す
る
。
さ
ら
に
重
度
の
方
は
、
民

 

現
行
の
就
学
援
助
の
認
定
基

準
は
、「
持
ち
家
」
と
「
借
家
」

世
帯
を
区
分
し
、「
持
ち
家
」
世

帯
の
基
準
額
を
低
く
し
て
い
ま

す
。 

 

 

ま
た
、認
定
基
準
額
の
算
定
で

は
、子
ど
も
の
年
齢
を
加
算
額
が

少
な
い
「
幼
児
」
や
「
小
学
生
」

に
一
律
に
設
定
し
、基
準
額
を
低

く
抑
え
て
い
ま
す
。 

 

現
行
制
度
は
、就
学
援
助
の
利

用
者
を
狭
め
る
も
の
で
あ
る
と

間
の
介
護
施
設
等
を
利
用
で
き

る
よ
う
、
22
施
設
と
協
定
を
結

ぶ
予
定
で
あ
る
。 

【
問
】
障
が
い
者
団
体
か
ら
、
地

域
の
避
難
所
は
バ
リ
ア
フ
リ
ー

化
な
ど
が
不
十
分
で
不
安
が
多

く
、
直
接
ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー
に

避
難
し
た
い
と
要
望
が
出
さ
れ

て
い
る
が
。 

【
答
】
災
害
時
、
市
職
員
は
様
々

な
対
応
が
必
要
で
、混
乱
を
避
け

る
た
め
に
も
、一
旦
近
く
の
避
難

所
を
利
用
頂
き
た
い
。各
避
難
所

で
、
要
支
援
者
に
配
慮
し
た
支
援

の
体
制
を
構
築
し
て
い
き
た
い
。 

し
て
、
共
産
党

は
制
度
の
見
直

し
改
善
を
求
め

ま
し
た
。 

 

交野市の高齢者人口及び高齢化率 

平成 20 年度 
26 年 

1 月現在 
30 年 

（予想推移） 

高齢者数 15,748 人 19,186 人 20,797 人 

高齢化率 19.88 % 24.52 % 26.68 % 

 

 

今
年
４
月
当
初
で
、保
育
所
の

待
機
児
童
が
20
名
も
出
て
い
ま

す
。 

 

来
年
度
か
ら
施
行
予
定
の
子

ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
で

は
、パ
ー
ト
な
ど
短
時
間
勤
務
で

も
保
育
所
を
利
用
で
き
る
よ
う
、

対
象
が
拡
大
さ
れ
ま
す
。 

 

増
大
す
る
保
育
ニ
ー
ズ
に
対

応
で
き
る
よ
う
、保
育
の
質
を
守

り
な
が
ら
、思
い
切
っ
た
保
育
所

整
備
を
す
す
め
る
こ
と
を
要
望

し
ま
し
た
。 

 

済
の
活
性
化
に

つ
な
が
り
ま
す
。 

 

市
民
が
市
内
業
者
に
住
宅
リ

フ
ォ
ー
ム
工
事
を
発
注
し
た
場

合
、
費
用
の
一
部
を
助
成
す
る

「
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
」

の
実
施
を
求
め
ま
し
た
。市
内
経

 

農
業
振
興
・
農
地
保
全
の
た

め
、交
野
市
農
業
振
興
計
画
の
策

定
を
求
め
ま
し
た
。 

耐
震
補
助
10
万
円
増
額 


